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第
一
二
九
回
秋
田
県
種
苗
交
換
会
潟

上
市
協
賛
会
の
設
立
総
会
が
、
五
月
十

七
日
、
潟
上
市
昭
和
公
民
館
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

総
会
で
は
、
は
じ
め
に
協
賛
会
規
約

の
承
認
や
役
員
の
選
出
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
協
賛
会
組
織
と
し
て
、
市
及
び
農

業
関
係
団
体
、
商
工
観
光
団
体
な
ど
で

構
成
し
、
事
務
所
は
潟
上
市
役
所
昭
和

庁
舎
内
に
設
置
。
交
換
会
の
開
催
・
運

営
に
必
要
な
企
画
及
び
準
備
、
関
係
機

関
・
団
体
と
の
連
絡
調
整
を
主
な
事
業

と
し
て
い
ま
す
。

役
員
に
は
、
会
長
に
石
川
光
男
潟
上

市
長
が
選
任
さ
れ
た
ほ
か
、
副
会
長
に

藤
原
幸
作
市
議
会
議
長
、
秋
田
み
な
み

農
業
協
同
組
合
代
表
理
事
組
合
長
の
加

藤
保
廣
氏
、
あ
き
た
湖
東
農
業
協
同
組

合
代
表
理
事
組
合
長
の
勝
田
誠
氏
、
潟

上
市
天
王
商
工
会
会
長
の
藤
原
幸
雄

氏
、
昭
和
飯
田
川
商
工
会
会
長
の
菅
原

三
朗
氏
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。
顧
問
に

は
秋
田
県
議
会
議
員
の
こ
だ
ま
祥
子

氏
、
石
川
理
紀
之
助
翁
の
子
孫
に
あ
た

る
石
川
紀
行
氏
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

協
議
案
件
で
は
、
事
業
計
画
に
お
け

る
会
場
候
補
地
と
し
て
、
農
作
物
出
品

展
示
や
石
川
理
紀
之
助
翁
展
、
学
校
農

園
展
な
ど
を
天
王
総
合
体
育
館
（
主
会

場
）、
Ｊ
Ａ
全
農
あ
き
た
展
や
農
業
機

械
化
シ
ョ
ー
な
ど
を
昭
和
工
業
団
地

（
協
賛
会
場
）
な
ど
と
計
画
し
て
い
ま

す
。
こ
の
ほ
か
▽
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

の
募
集
▽
ポ
ス
タ
ー
作
成
▽
協
賛
金
・

広
告
依
頼
▽
農
工
商
フ
ェ
ア
・
テ
ナ
ン

ト
募
集
▽
会
場
駐
車
場
整
備
な
ど
を
行

い
、
十
一
月
一
日
か
ら
始
ま
る
交
換
会

開
催
に
向
け
て
、
本
格
的
に
始
動
す
る

こ
と
を
確
認
し
合
い
ま
し
た
。

種
苗
交
換
会
協
賛
会
を
設
立

協
賛
会
設
立
総
会
（
昭
和
公
民
館
）

▼●
平
成
17
年
９
月
14
日

市
議
会
定
例
会
に
お
い
て
種
苗
交
換

会
招
致
に
対
す
る
一
般
質
問
に
市
長
答

弁
。

●
平
成
17
年
９
月
20
日

第
１
２
９
回
秋
田
県
種
苗
交
換
会
開

催
地
に
つ
い
て
秋
田
県
農
業
協
同
組
合

中
央
会
か
ら
秋
田
み
な
み
農
業
協
同
組

合
が
、
開
催
地
の
要
請
を
受
け
る
。

●
平
成
17
年
９
月
22
日

秋
田
み
な
み
農
業
協
同
組
合
理
事
会

に
お
い
て
、
全
会
一
致
に
よ
り
潟
上
市

で
の
開
催
の
推
薦
を
決
定
。

種
苗
交
換
会
決
定
ま
で
の
主
な
経
緯
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種
苗
交
換
会
は
、
近
く
の
農
村
集
落

間
の
交
流
が
あ
ま
り
な
か
っ
た
明
治
時

代
初
頭
に
、
優
れ
た
農
業
技
術
を
教
え

合
い
、
種
や
苗
を
交
換
し
あ
う
こ
と
に

よ
り
、
農
家
一
人
ひ
と
り
の
技
術
を
高

め
て
農
業
の
更
な
る
発
展
を
目
指
す
こ

と
を
目
的
と
し
、
潟
上
市
（
旧
昭
和
町

豊
川
山
田
）
が
輩
出
し
た
石
川
理
紀
之

助
翁
が
中
心
と
な
り
、
明
治
十
一
年

（
西
暦
一
八
七
八
年
）
か
ら
始
ま
り
ま

し
た
。

そ
れ
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
、
日

清
・
太
平
洋
戦
争
中
と
い
え
ど
も
一
度

も
休
会
す
る
こ
と
な
く
、
一
二
八
年
間

続
い
て
い
る
秋
田
県
が
全
国
に
誇
る

「
農
業
の
祭
典
」で
あ
り
、
開
催
す
る
七

日
間
で
約
一
〇
〇
万
人
の
来
場
者
が
見

込
ま
れ
る
一
大
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

潟
上
市
と
し
て
は
、
昭
和
十
六
年
に

旧
昭
和
町（
当
時
大
久
保
町
）・
旧
飯
田

川
町
を
会
場
に
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
の

で
、
実
に
六
十
五
年
ぶ
り
二
度
目
の
開

催
と
な
り
ま
す
。

種
苗
交
換
会
は
秋
田
が
誇
る

「
農
業
の
祭
典
」

●
平
成
17
年
９
月
26
日

秋
田
み
な
み
農
業
協
同
組
合
か
ら
市

長
に
開
催
地
の
推
薦
決
定
と
受
託
の
依

頼
。

●
平
成
17
年
９
月
27
日

市
議
会
定
例
会
に
お
い
て
、
議
員
発

議
に
よ
る
「
第
１
２
９
回
秋
田
県
種
苗

交
換
会
」
を
潟
上
市
に
招
致
要
望
す
る

決
議
案
を
全
会
一
致
に
よ
り
可
決
。

●
平
成
17
年
10
月
３
日

市
長
よ
り
秋
田
み
な
み
農
業
協
同
組

合
に
承
諾
の
回
答
。

●
平
成
17
年
10
月
５
日

市
長
・
正
副
議
長
・
産
業
建
設
部
長
・

議
会
事
務
局
長
が
秋
田
県
農
業
協
同
組

合
中
央
会(

主
催
者)

に
種
苗
交
換
会
の

招
致
を
要
請
。

●
平
成
17
年
11
月
６
日

鹿
角
市
で
開
催
さ
れ
た
、
秋
田
県
農

業
協
同
組
合
中
央
会
理
事
会
に
市
長
が

出
席
し
、
開
催
地
の
引
き
受
け
を
正
式

に
受
諾
。

●
平
成
17
年
12
月
５
日

産
業
建
設
部
産
業
課
内
に
種
苗
交
換

会
準
備
班
を
設
置
。

●
平
成
18
年
３
月
10
日

秋
田
県
農
業
協
同
組
合
中
央
会
理
事

会
に
お
い
て
、
会
期
を
「
平
成
18
年
11

月
１
日(

水)

〜
７
日(

火)

」
に
正
式
決

定
。

●
平
成
18
年
４
月
１
日

種
苗
交
換
会
準
備
班
を
「
種
苗
交
換

会
推
進
班
」
に
名
称
変
更
。

●
平
成
18
年
５
月
17
日

「
第
１
２
９
回
秋
田
県
種
苗
交
換
会

潟
上
市
協
賛
会
」
設
立
総
会
を
開
催
。

▲聖農「石川理紀之助翁」展(昨年の種苗交換会)

昭和地区にある『潟上市郷土文化保存伝習館』には、石川理紀之助

翁が中心となり設立した種苗交換会の創世時の貴重な文献などが展

示されています。

この施設にしかない資料がたくさんありますので、この機会にぜ

ひご観覧ください。

（写真は、潟上市郷土文化保存伝習館に所蔵されている『種苗交換
会手続』（上）と『議案』（下））

※補足『種苗交換会』という名称が使用されたのは明治15年から
ですが、明治11年に開催された「第１回勧業会議」が記録上の
『第１回種苗交換会』とされています。

〒018-1416  秋田県潟上市昭和豊川山田字家の上63番地
潟上市郷土文化保存伝習館（q８７７－６９１９）
開館時間 ９時～16時30分（４月～10月）

９時～16時（11月～３月）
休 館 日 毎週月曜日、祝祭日の翌日

年末年始（12月28日～１月３日）
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昨
年
の
学
校
農
園
展
で
は
飯
田
川
小
学
校

が
最
優
秀
賞
な
ど
３
賞
に
輝
く

▼

県
内
の
農
産
物
が
一
堂
に
展
示
さ
れ
る

▼

種
苗
交
換
会
で
は
、
毎
年
、
農
業
の

振
興
に
多
大
な
功
績
を
残
さ
れ
た
方
や

優
れ
た
農
産
物
を
生
産
さ
れ
た
農
家
な

ど
を
表
彰
す
る
ほ
か
、
約
二
千
点
の
農

産
物
を
展
示
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
農

産
物
の
品
種
改
良
の
発
表
や
農
業
生
産

の
在
り
方
な
ど
、
様
々
な
催
し
物
が
開

催
さ
れ
、
農
業
の
発
展
に
大
き
な
影
響

を
与
え
て
い
ま
す
。

最
近
の
種
苗
交
換
会
で
は
、
農
産
物

を
生
産
す
る
こ
と
だ
け
で
な
く
、
地
元

で
生
産
さ
れ
た
農
産
物
を
ど
の
よ
う
に

地
元
で
消
費
し
て
い
く
か
と
い
う
研
究

や
、
農
産
物
を
使
っ
て
生
活
習
慣
を
見

直
し
健
康
に
つ
い
て
考
え
る
コ
ー
ナ
ー

な
ど
を
開
設
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
最

新
型
の
農
業
機
械
の
展
示
や
県
内
各
地

の
特
産
物
や
工
芸
品
の
販
売
、
多
数
の

テ
ナ
ン
ト
な
ど
が
出
店
す
る
な
ど
、

様
々
な
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

農
家
を
は
じ
め
、
子
ど
も
か
ら
お
年
寄

り
ま
で
楽
し
め
ま
す
。

昨
年
の
学
校
農
園
展
で
は
、
最
優
秀

賞
・
秋
田
県
知
事
賞
・
Ｎ
Ｈ
Ｋ
秋
田
放

送
局
長
賞
の
三
賞
に
飯
田
川
小
学
校
の

研
究
発
表
作
品
が
輝
き
ま
し
た
。

種
苗
交
換
会
で
は
各
種
展
示
会
・

出
品
展
な
ど
が
行
わ
れ
ま
す

第129回秋田県種苗交
換会潟上市協賛会のホ
ームページを開設しま
した。

アドレスはこちら↓
http://www.city.katagami.akita.jp/syubyou/129katagami.htm

ホームページを
開設しました

農業の祭典「第129回秋田県種苗交換会」が本市で開催されるに
あたり、広くキャッチフレーズを募集します。潟上市の特色を全面
に押し出せるようなイメージづくりをします。歴史ある種苗交換会
にあなたのキャッチフレーズを残しませんか？

応募資格 潟上市内に住所を有する方、もしくは潟上市内に通勤ま
たは通学してる方

募集期間 ６月１日�～６月30日�　※必着

応募方法 住所・氏名(ふりがな)・年齢・職業（学生の場合は学校
名）・電話番号を明記のうえ、キャッチフレーズを記入
して、各庁舎総合窓口センターまたは追分出張所に持参
するか、封書による郵送、FAX、電子メールでご応募く
ださい。

応募規定 �　種苗交換会にふさわしいもので、潟上市の特色があ
るもの（15文字以内）

�　１人１点の応募とします。
�　自作の未発表作品であること。

表彰及び発表 ・最優秀賞　１点　（２万円相当の記念品）
・優秀賞　　２点　（５千円相当の記念品）
※　最優秀作品は種苗交換会のポスターなどに使用しま

す。広報かたがみと潟上市協賛会のホームページ等
で発表します。

そ の 他 �　応募作品に関する一切の権利は、潟上市協賛会に帰
属します。

�　応募にあたって記入された個人情報については、こ
の募集以外で使用することはありません。

作品郵送先・お問い合わせ先
〒018－1401
潟上市昭和大久保字堤の上1－3
潟上市役所昭和庁舎内

「第129回秋田県種苗交換会潟上市協賛会事務局」
（q018－855－5166、�018－877－4466）

Eメールアドレス：syubyou@city.katagami.akita.jp

種�苗�交�換�会�

臨時職員を募集します
勤務場所 潟上市産業課・種苗交換会推進班(昭和庁舎内)
募集人数 １名
応募資格 昭和21年以降に生まれた方(60歳以下)でパ

ソコン操作のできる方
業務内容 事務補助
勤務時間 ８時30分～16時15分までの１日７時間
期　　間 平成18年６月20日～12月28日
賃　　金 １時間　７００円
申込期限 ６月12日（月）までに履歴書（写真添付）

を産業課種苗交換会推進班まで提出してく
ださい。

お問い合わせは…
潟上市産業課・種苗交換会推進班（q855－5166）



５

四
月
二
十
九
日
付
け
で
、
春
の
叙
勲
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
う
ち
、
本
市
か
ら
三
浦
ノ
リ
子
氏
（
天
王
長
沼
）
が
看

護
業
務
功
労
と
し
て
、
瑞
宝
単
光
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

氏
は
、
昭
和
四
十
一
年
に
秋
田

県
立
中
央
病
院
に
看
護
婦
と
し
て

勤
務
。
昭
和
四
十
六
年
に
秋
田
大

学
医
学
部
附
属
病
院
に
移
管
さ
れ

た
後
、
昭
和
五
十
一
年
に
副
看
護

婦
長
、
平
成
三
年
に
看
護
婦
長
、

平
成
十
三
年
に
副
看
護
部
長
な
ど

を
務
め
、
三
十
九
年
間
の
長
年
に

わ
た
り
地
域
住
民
の
医
療
確
保
と

健
康
管
理
に
多
大
に
貢
献
さ
れ
ま

し
た
。

三
浦
さ
ん
は
「
あ
っ
と
い
う
間

の
三
十
九
年
間
で
し
た
。
家
族
の

理
解
と
協
力
に
恵
ま
れ
、
務
め
る

こ
と
が
で
き
た
。
今
の
医
療
技
術

は
発
展
し
、
最
新
技
術
に
よ
る
看

護
体
制
が
確
立
さ
れ
て
い
る
が
、

常
に
看
護
の
心
を
忘
れ
ず
に
務
め

て
き
た
。
患
者
さ
ん
も
家
族
も
心

を
病
ん
で
い
る
と
き
、
看
護
師
に

と
っ
て
相
手
の
立
場
に
な
り
、
看

護
す
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
っ
て

い
る
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

現
在
、
社
団
法
人
秋
田
県
看
護

協
会
の
理
事
と
し
て
、
看
護
師
職

能
委
員
長
を
務
め
、
本
県
の
看
護

業
務
の
振
興
・
発
展
に
尽
力
さ
れ

て
い
ま
す
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

瑞
宝
単
光
章

三
浦
　
ノ
リ
子
氏

（
六
十
一
歳
・
天
王
長
沼
）

三
浦
　
ノ
リ
子
さ
ん

▼

潟上市市民公開セミナー第１回

と　き ６月17日(土) 15時～17時

ところ 羽城中学校・視聴覚ホール

主　催 潟上市

共　催 潟上市教育委員会、男鹿南秋医師会

潟上市婦人会

中外製薬㈱、日本イーライリリー㈱

テーマ
『女性にとって美しく、健やかに生きるとは？』
あなたは健康を意識していますか？

総合司会 ＡＫＴ制作部長　石塚真人氏

講演内容

○　秋田大学産婦人科教授　　　　　田中　俊誠 先生

○　南秋田整形外科　　　　　　　　小玉　弘之 先生

○　桐蔭横浜大学医用工学部教授　　涌井　史郎 先生

パネルディスカッション

○　男鹿南秋医師会会長　神田医院　神田　　仁 先生

○　潟上市婦人会会長　　　　　　　小玉喜久子 先生

○　ORAE常務取締役　　　　　　 関口久美子 先生

＜問い合わせ先＞

○セミナーのお問い合わせは…

南秋田整形外科・近藤（q877-7112）

○会場のお問い合わせは…

潟上市健康課（q855-5115）

※託児サービスを行っていますので希望される方は、

６月８日(木)まで健康課へ連絡してください。

※会場ではスリッパに限りがありますので、スリッパ

の持参にご協力ください。
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こ
の
１
年
を
振
り
返
っ
て

の
感
想
は
…
…
。

早
い
で
す
ね
。
あ
っ
と
い
う
間
の

一
年
で
し
た
。
私
は
「
対
話
・
協

調
・
発
展
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
モ
ッ

ト
ー
に
、
市
民
の
目
線
で
行
政
を
進

め
て
い
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
間
に
も
婦
人
会
、
老
人
ク
ラ
ブ
、

体
育
協
会
等
々
の
そ
れ
ぞ
れ
の
団
体

が
一
体
化
の
た
め
の
組
織
を
立
ち
上

げ
ま
し
た
が
、こ
れ
ま
で
の
過
程
や
、

伝
統
な
ど
を
尊
重
し
な
が
ら
新
た
な

交
流
を
育
ん
で
い
こ
う
と
す
る
姿
が

随
所
に
見
ら
れ
、
う
れ
し
か
っ
た
で

す
ね
。
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
に

と
っ
て
「
心
の
合
併
」
が
何
よ
り
も

大
事
な
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
中
で
想
定
外
だ
っ
た
の

は
、
今
冬
の
豪
雪
で
す
。
除
排
雪
経

費
は
六
憶
六
千
万
円
ほ
ど
に
及
び
、

復
旧
費
を
含
め
て
市
財
政
に
大
打
撃

を
与
え
て
い
ま
す
。
昨
年
度
各
自
治

会
か
ら
は
二
一
六
件
の
地
域
要
望
が

出
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
れ
ら
の

要
望
を
満
た
す
こ
と
が
で
き
な
い
状

況
に
ジ
レ
ン
マ
を
感
じ
て
い
ま
す
。

策
定
中
の
潟
上
市
総
合

発
展
計
画
の
進
捗
は
…
…
。

潟
上
市
の
ま
ち
づ
く
り
の
指
針
と

な
る
総
合
発
展
計
画
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
都
合
五
回
に
わ
た
っ
て
各

種
団
体
長
や
識
見
者
な
ど
で
構
成
す

る
検
討
委
員
会
で
協
議
を
重
ね
て
き

ま
し
た
。
こ
の
検
討
委
員
会
の
了
承

を
得
ま
し
た
の
で
、
六
月
の
定
例
議

会
に
基
本
構
想
（
案
）
を
上
程
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
の
計
画
に

つ
い
て
は
「
市
民
に
よ
る
、
市
民
の

た
め
の
手
づ
く
り
計
画
」
と
し
て
、

住
民
参
加
型
の
市
民
協
働
の
ま
ち
づ

く
り
を
目
指
し
、
市
民
自
身
が
心
豊

か
に
暮
ら
せ
る
地
域
社
会
の
実
現
と

い
う
観
点
か
ら
策
定
を
進
め
て
き
た

も
の
で
す
。

行
財
政
改
革
へ
の

取
組
み
は
…
…
。

潟
上
市
行
政
改
革
大
綱
で
は
、
平

成
十
七
年
度
を
初
年
度
と
し
て
向
こ

う
五
年
間
の
集
中
改
革
プ
ラ
ン
と
し

て
、
集
会
施
設
の
管
理
の
あ
り
方
や

補
助
金
の
適
正
化
、
職
員
の
定
員
管

理
の
あ
り
方
等
の
方
向
性
な
ど
を
示

し
て
い
ま
す
。
職
員
の
定
員
適
正
化

計
画
で
は
、
二
十
一
年
度
ま
で
に
職

員
数
を
十
七
年
度
比
六
・
四
％
二
十

対
話
・
協
調
・
発
展
の

ま
ち
づ
く
り
へ

今
号
で
は
、
広
報
企
画
「
合
併
こ
の
一
年
」
と
題
し
て
、
石
川
光
男
市
長

に
市
政
の
動
き
や
取
り
組
む
べ
き
主
要
課
題
な
ど
に
つ
い
て
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

し
ま
し
た
。

石
川
市
長
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

二
人
削
減
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。ま

た
職
員
に
つ
い
て
は
、
平
成
十

八
年
度
か
ら
は
給
与
構
造
改
革
に
よ

っ
て
四
・
八
％
引
き
下
げ
ら
れ
た
給

与
体
系
と
な
っ
て
い
て
い
ま
す
。
地

方
公
務
員
を
取
巻
く
状
況
が
厳
し
く

な
っ
て
い
る
中
で
、
本
市
で
は
か
ね

て
か
ら
懸
案
と
な
っ
て
い
た
旧
三
町

間
の
職
員
給
与
を
調
整
す
る
た
め
、

一
番
高
い
旧
天
王
町
職
員
の
給
与
体

系
に
あ
わ
せ
て
、
就
労
意
欲
が
低
下

し
な
い
よ
う
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
三
役
の
給
料
に
つ
い
て
は
旧
天

王
町
長
時
代
に
も
ア
ッ
プ
し
な
い
で

き
ま
し
た
が
、
極
力
抑
え
て
い
く
考

え
方
で
い
ま
す
。

懸
案
の
新
庁
舎
建
設
に
つ
い
て

は
、
分
庁
方
式
の
検
証
や
新
庁
舎
建

設
地
、
規
模
な
ど
の
調
査
検
討
を
行

う
「
庁
内
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
立
ち

　合
併この１年

　合
併この１年
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上
げ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

潟
上
市
は
、
三
地
区
あ
わ
せ
た
人

口
が
三
万
六
千
人
弱
で
日
本
海
と
八

郎
湖
、
ま
た
出
羽
丘
陵
の
緑
の
山
並

み
、
広
大
な
田
園
風
景
に
囲
ま
れ
て

い
ま
す
。
こ
う
し
た
豊
か
な
自
然
と

都
市
基
盤
の
整
備
が
調
和
し
て
い
る

こ
と
、
快
適
な
居
住
環
境
を
備
え
て

い
る
こ
と
な
ど
が
潟
上
市
の
特
長
で

あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

私
の
公
約
の
一
つ
に
潟
上
市
独
自

の
都
市
計
画
が
あ
り
ま
す
。
市
長
に

就
任
と
同
時
に
そ
の
作
業
を
進
め
て

い
ま
す
が
、
十
八
年
度
も
引
き
続
き

精
力
的
に
取
り
組
み
、
潟
上
市
の
新

た
な
都
市
整
備
の
方
向
性
を
示
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

企
業
誘
致
と
い
う
こ
と
で
は
、
昨

年
五
月
に
昭
和
工
業
団
地
に
新
た
に

一
社
が
進
出
し
、
現
在
七
社
が
操
業

し
て
い
ま
す
。
今
年
秋
の
操
業
に
向

け
て
社
屋
を
建
設
中
の
企
業
も
あ
り

ま
す
。
雇
用
の
確
保
、
産
業
の
活
性

化
は
大
命
題
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
職

員
を
首
都
圏
に
派
遣
し
、
企
業
の
誘

致
を
さ
ら
に
積
極
的
に
働
き
か
け
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
観
光

に
つ
い
て
も
現
在
の
第
三
セ
ク
タ
ー

を
見
直
し
、
三
地
区
の
ま
つ
り
な
ど

を
リ
ン
ク
さ
せ
て
、
よ
り
観
光
の
振

興
に
努
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

秋
田
県
種
苗
交
換
会
は
、
十
一
月

一
日
か
ら
七
日
ま
で
の
日
程
で
開
催

さ
れ
ま
す
。
潟
上
市
は
、
交
換
会
の

生
み
の
親
で
あ
る
石
川
理
紀
之
助
翁

の
地
元
で
あ
り
、
交
換
会
の
開
催
は

昭
和
十
六
年
以
来
と
の
こ
と
で
、
農

業
が
大
転
換
期
に
あ
る
こ
と
や
合
併

に
よ
り
誕
生
し
た
記
念
事
業
と
し
て

意
義
深
い
も
の
が
あ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。

主
会
場
と
な
る
天
王
総
合
体
育
館

で
は
、
農
産
物
出
品
展
示
や
石
川
理

紀
之
助
翁
展
、地
産
地
消
展
な
ど
を
、

ま
た
昭
和
工
業
団
地
で
は
農
業
機
械

シ
ョ
ー
な
ど
の
開
催
を
計
画
し
て
い

ま
す
。
各
種
大
会
や
公
式
行
事
は
飯

田
川
の
八
郎
潟
ハ
イ
ツ
を
会
場
に
開

催
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ

市
民
み
な
さ
ま
か
ら
の
協
力
と
理
解

を
い
た
だ
き
な
が
ら
成
功
さ
せ
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、「
秋
田
わ
か
杉
国
体
」
に

つ
い
て
は
、
い
よ
い
よ
具
体
の
事
柄

に
対
応
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す

が
、
当
面
は
民
間
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
の

確
保
、
各
団
体
へ
の
協
力
依
頼
、
民

泊
協
力
会
の
設
立
、
民
泊
家
庭
の
内

定
等
、
市
民
と
一
体
と
な
っ
て
、
国

体
参
加
へ
の
意
識
の
醸
成
を
図
っ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
あ
り

が
た
い
こ
と
に
、
昭
和
地
区
の
新
関

町
内
会
で
は
、
い
ち
早
く
受
け
入
れ

体
制
を
整
え
て
く
れ
ま
し
た
。

私
の
行
政
ス
タ
ン
ス
は
一
貫
と
し

て
「
市
民
の
目
線
に
た
っ
た
行
政
運

営
」
に
あ
り
ま
す
。
潟
上
市
は
、
昨

年
の
国
勢
調
査
で
県
内
市
町
村
で
唯

一
人
口
増
と
な
り
ま
し
た
。
社
会
経

済
情
勢
は
、
今
な
お
厳
し
い
状
況
に

あ
り
ま
す
が
、
堅
実
か
つ
着
実
な
行

政
展
開
に
努
め
な
が
ら
、
新
た
な
地

域
発
展
の
可
能
性
を
求
め
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

市
民
の
み
な
さ
ま
か
ら
「
合
併
し

て
よ
か
っ
た
」
と
言
わ
れ
る
よ
う
な

ま
ち
づ
く
り
を
み
な
さ
ん
と
共
に
進

め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す

の
で
、
今
後
と
も
ご
理
解
、
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

「
第
129
回
秋
田
県
種
苗
交
換

会
」「
秋
田
わ
か
杉
国
体
」

に
対
す
る
取
組
み
は
…
…
。

市
民
へ
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
…
…
。

公
約
に
掲
げ
て
い
る

都
市
計
画
な
ど
の

ま
ち
づ
く
り
は
…
…
。



秋
田
わ
か
杉
国
体
潟
上
市
実

行
委
員
会
第
二
回
総
会
が
、
五

月
十
五
日
、
潟
上
市
飯
田
川
公

民
館
を
会
場
に
開
か
れ
ま
し

た
。総

会
に
は
、
石
川
市
長
を
は

じ
め
、
市
議
会
議
員
、
体
育
ス

ポ
ー
ツ
関
係
者
、学
校
関
係
者
、

産
業
団
体
、
官
公
署
関
係
者
な

ど
の
実
行
委
員
が
多
数
列
席
。

は
じ
め
に
、
会
長
の
石
川
市
長

が
「
国
体
開
催
ま
で
あ
と
五
〇

二
日
と
な
り
、
現
在
、
市
内
五

十
拠
点
の
民
泊
説
明
会
を
行
っ

て
い
る
。
先
ご
ろ
、
昭
和
地
区

の
新
関
で
は
民
泊
協
力
会
が
発

足
し
大
変
う
れ
し
く
思
っ
て
い

る
。
今
年
度
は
、
国
体
プ
レ
大

会
と
し
て
全
国
教
職
員
相
撲
大

会
、
東
北
高
校
レ
ス
リ
ン
グ
大

会
を
開
催
す
る
予
定
と
な
っ
て

お
り
、
国
体
へ
の
気
運
を
盛
り

上
げ
て
い
き
た
い
」
と
あ
い
さ

つ
。そ

の
後
、
各
専
門
委
員
会
か

ら
競
技
開
催
基
本
計
画
や
リ
ハ

ー
サ
ル
大
会
開
催
方
針
、
各
基

本
計
画
（
運
営
・
式
典
・
施

設
・
輸
送
交
通
・
宿
泊
衛
生
）

の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

議
事
で
は
、
平
成
十
七
年
度

事
業
報
告
及
び
決
算
、
平
成
十

八
年
度
事
業
計
画
（
案
）
及
び

予
算
（
案
）、
市
民
運
動
計
画

（
案
）
な
ど
が
協
議
さ
れ
、
原

案
の
と
お
り
承
認
さ
れ
ま
し

た
。平

成
十
八
年
度
事
業
計
画
で

は
、
国
体
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
と

し
て
▽
第
四
十
五
回
全
国
教
職

員
相
撲
選
手
権
大
会
（
八
月
二

十
日
、
天
王
総
合
体
育
館
）
、

ま
た
国
体
関
連
大
会
と
し
て
▽

第
五
十
二
回
東
北
高
等
学
校
選

手
権
レ
ス
リ
ン
グ
競
技
（
六
月

二
十
四
・
二
十
五
日
、
昭
和
体

育
館
）を
開
催
す
る
予
定
で
す
。

こ
の
ほ
か
、
国
体
関
連
視
察

と
し
て
、
今
年
開
か
れ
る
第
六

十
一
回
兵
庫
国
体
（
相
撲
競

技
・
レ
ス
リ
ン
グ
競
技
）
視
察

を
予
定
し
、
市
民
運
動
と
し
て

花
い
っ
ぱ
い
運
動
や
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
開
設
し
、
市
民
へ
の
情

報
提
供
と
啓
蒙
を
図
り
ま
す
。

施
設
整
備
と
し
て
は
、
国
体

Ｐ
Ｒ
看
板
を
製
作
す
る
ほ
か
、

市
内
五
十
拠
点
と
な
る
民
泊
協

力
会
の
説
明
会
を
継
続
実
施

し
、
市
民
参
加
の
国
体
運
営
を

め
ざ
し
ま
す
。

ま
た
、
今
年
四
月
か
ら
公
募

し
た
潟
上
市
の
「
合
言
葉
」「
民

泊
愛
称
」
が
発
表
さ
れ
、
市
内

外
か
ら
総
数
四
十
五
作
品
（
合

言
葉
二
十
二
作
品
・
民
泊
愛
称

二
十
三
作
品
）
が
寄
せ
ら
れ
た

結
果
、「
合
言
葉
」「
民
泊
愛
称
」

と
も
北
海
道
札
幌
市
の
小
寺
光

雄
さ
ん
の
作
品
「
か
た
が
み
に

汗
と
笑
顔
と
感
動
を
！
（
合
言

葉
）」「
民
泊
か
た
が
み
　
心
と

き
め
く
　
お
も
て
な
し
（
民
泊

愛
称
）」
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
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潟上市実行委員会
【
合
言
葉
】

か
た
が
み
に

汗
と
笑
顔
と
感
動
を
！

【
民
泊
愛
称
】

民
泊
か
た
が
み

心
と
き
め
く
　
お
も
て
な
し

秋
田
わ
か
杉
国
体
の
盛
り
上
げ
に
一
役

「
ス
ギ
ッ
チ
号
」
が
や
っ
て
き
た
！

国
体
の
準
備
業
務
に
役
立
て
て

ほ
し
い
と
、
ト
ヨ
タ
カ
ロ
ー
ラ
秋

田
株
式
会
社
（
社
長
　
伊
藤
哲
之
）

よ
り
「
ス
ギ
ッ
チ
号
」（
フ
ォ
ー

ド
）
を
無
償
貸
与
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

青
く
光
る
車
体
に
は
、
潟
上
市

で
開
催
さ
れ
る
相
撲
・
レ
ス
リ
ン

グ
競
技
の
ス
ギ
ッ
チ
が
描
か
れ
て

い
ま
す
。

い
よ
い
よ
来
年
に
せ
ま
っ
た

「
秋
田
わ
か
杉
国
体
」
の
盛
り
上

げ
に
、
活
躍
し
て
く
れ
る
こ
と
間

違
い
な
し
で
す
！



平
成
十
九
年
の
国
体
期
間

中
、
潟
上
市
で
は
選
手
、
監
督

の
宿
泊
施
設
が
不
足
し
て
い
る

た
め
、
相
撲
競
技
約
四
七
〇
名

を
天
王
地
区
、
レ
ス
リ
ン
グ
競

技
約
二
一
〇
名
を
昭
和
・
飯
田

川
地
区
で
民
泊
に
て
受
入
す
る

予
定
で
す
。
現
在
、
各
自
治
会

を
対
象
に
、
民
泊
協
力
会
組
織

に
向
け
て
説
明
会
を
随
時
開
催

し
て
い
ま
す
。

民
泊
す
る
選
手
・
監
督
は
、

食
事
や
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
市
内

五
十
カ
所
の
拠
点
施
設
（
公
共

施
設
を
利
用
、
天
王
地
区
二
十

九
カ
所
、
昭
和
・
飯
田
川
地
区

二
十
一
カ
所
）
で
行
い
ま
す
。

拠
点
施
設
ご
と
に
ひ
と
つ
ま
た

は
複
数
の
自
治
会
（
町
内
会
）

で
民
泊
協
力
会
を
組
織
し
、

朝
・
夕
食
の
共
同
調
理
な
ど
民

泊
を
運
営
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
市
民
み
な
さ
ま
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

五
月
十
二
日
、
フ
リ
ー
ア
ナ

ウ
ン
サ
ー
の
柳
沼
由
美
子
氏

を
講
師
に
迎
え
、
国
体
で
の
両

競
技
に
向
け
た
「
放
送
委
員
研

修
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
参
加

し
た
市
職
員
、中
・
高
校
生
は
、

真
剣
な
表
情
で
ア
ナ
ウ
ン
ス
の

心
が
ま
え
な
ど
を
学
ん
で
い
ま

し
た
。

今
後
大
会
等
で
実
務
経
験
を

重
ね
、
本
大
会
を
迎
え
ま
す
。

9

（天王地区）
中羽立部落会での説明会

（昭和地区）
中央地区コミュニティ（14の自治会対象）
での説明会

民
泊
協
力
会
組
織
に
向
け
た

説
明
会
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す

競
技
に
向
け
て
の
放
送
委
員

研
修
（
基
礎
講
座
）
を
開
催

６月４日
昭和新関地区で民泊協力会設立！
新関地区では、６軒の民泊受け入れ家庭も内定し、

国体に向けていち早く受け入れ態勢を整えています。
湖南交流センターを拠点施設とする新関民泊協力会
が、潟上市民泊協力会設立第１号となります。

詳しくは今号の広報かたがみに

折り込みしたチラシをご覧ください。

相撲競技
（天王地区）

レスリング競技
（昭和・飯田川地区）

開催まであと485日



10

三
地
区
の
自
治
会
長
会
議

に
は
、
石
川
光
男
市
長
を
は

じ
め
、
小
林
洋
教
育
長
や
各

部
長
が
出
席
。
は
じ
め
に
、

石
川
市
長
が
各
自
治
会
長
一

人
ひ
と
り
に
辞
令
を
交
付
し

ま
し
た
。

次
に
各
部
長
か
ら
▼
秋
田
県

種
苗
交
換
会
の
開
催
▼
秋
田

わ
か
杉
国
体
民
泊
協
力
会
の

設
置
▼
夏
の
三
大
イ
ベ
ン
ト

▼
市
総
合
発
展
計
画
の
取
り

組
み
▼
市
民
憲
章
お
よ
び
市

民
歌
の
普
及
推
進
▼
市
防
災

訓
練
▼
八
郎
湖
ク
リ
ー
ン
ア

ッ
プ
作
戦
▼
松
く
い
虫
防
除

対
策
な
ど
に
つ
い
て
、
協
力

を
依
頼
し
ま
し
た
。

協
議
事
項
で
は
、
各
地
区

の
自
治
会
長
か
ら
▽
松
く
い

虫
防
除
な
ど
の
環
境
問
題
▽

ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
の
地
域
協

力
▽
体
育
行
事
な
ど
の
参
加

枠
な
ど
広
範
囲
の
質
問
・
要

望
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

各
自
治
会
長
の
任
期
は
一

年
間
で
、
行
政
か
ら
の
連
絡
、

地
域
住
民
の
要
望
、
広
報
な

ど
の
配
布
（
昭
和
・
飯
田
川

地
区
）、
行
政
関
係
諸
団
体
と

の
協
調
な
ど
を
主
な
職
務
と

し
て
い
ま
す
。

自
治
会
長
会
議
は
、
年
二

回
の
会
議
を
予
定
し
て
お
り
、

今
後
も
自
治
会
か
ら
の
要

望
・
提
言
な
ど
を
踏
ま
え
、

行
政
と
地
域
が
よ
り
連
携
を

密
に
し
て
い
く
こ
と
を
確
認

し
合
い
ま
し
た
。

平成18年度

潟
上
市
自
治
会
長
会
議

ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
な
ど
の
地
域
課
題
を
話
し
合
う

市
で
は
、
５
月
16
日
か
ら
18
日
ま
で
の
３
日
間
、
行
政
と
地
域
の
協
働
に
よ
る
住

み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
よ
り
進
め
る
た
め
、
天
王
地
区
（
16
日
・
潟
上
市
図
書
館
）、

昭
和
地
区
（
17
日
・
昭
和
庁
舎
）、
飯
田
川
地
区
（
18
日
・
飯
田
川
庁
舎
）
で
「
潟
上

市
自
治
会
長
会
議
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

天王地区�天王地区� 昭和地区�昭和地区�

飯田川地区�飯田川地区�
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秋
田
県
知
事
「
あ
ぜ
み
ち
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」

市
内
集
落
営
農
団
体
と
意
見
交
換

新
た
な
経
営
所
得
安
定
対

策
の
推
進
を
図
る
た
め
、
寺

田
典
城
知
事
が
県
内
農
業
集

落
を
巡
回
す
る
「
あ
ぜ
み
ち

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」
が
、
五
月

十
六
日
、
仁
山
集
落
（
昭
和

地
区
）
と
妹
川
浜
集
落
（
飯

田
川
地
区
）
で
行
わ
れ
ま
し

た
。仁

山
集
落
（
佐
々
木
嘉
一

代
表
）
で
は
、
約
二
十
人
の

農
家
と
話
し
合
い
、
寺
田
知

事
は
「
今
回
の
政
策
は
、
農

地
解
放
以
来
の
戦
後
農
政
の

大
転
換
で
す
。
集
落
営
農
を

推
進
す
る
た
め
、
み
な
さ
ん

で
充
分
話
し
合
い
、
足
腰
の

強
い
農
業
経
営
の
確
立
を
目

指
し
て
ほ
し
い
。
地
域
の
さ

ま
ざ
ま
な
課
題
や
問
題
の
解

決
に
は
、
県
、
市
や
農
業
関

係
機
関
な
ど
と
一
緒
に
積
極

的
に
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
た

い
」
と
激
励
し
ま
し
た
。

続
い
て
、
妹
川
浜
集
落

（
佐
々
木
俊
則
代
表
）
で
は
、

約
十
人
の
農
家
と
話
し
合
い
、

寺
田
知
事
は
「
集
落
営
農
組

織
な
ど
に
は
、
新
た
に
設
置

し
た
専
門
組
織
『
担
い
手
育

成
班
』
を
中
心
に
、
日
夜
・

休
日
を
問
わ
ず
対
応
し
て
い

る
。各
種
の
支
援
策
を
利
用
し
、

組
織
の
安
定
を
図
っ
て
い
た

だ
き
た
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

両
集
落
の
農
家
か
ら
は

「
野
菜
の
専
門
的
な
指
導
者
の

派
遣
」「
財
政
的
な
裏
付
け
を

早
期
に
示
し
て
ほ
し
い
」

「
年
々
雑
草
が
強
く
な
っ
て
い

る
。
除
草
剤
の
開
発
・
研
究

を
早
急
に
」「
大
豆
転
作
の
ロ

ー
テ
ー
シ
ョ
ン
の
仕
方
」
な

ど
の
専
門
的
な
栽
培
指
導
の

要
請
が
多
く
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。県

や
市
で
は
、
来
年
度
か

ら
ス
タ
ー
ト
す
る
新
た
な
対

策
を
最
重
要
課
題
と
位
置
付

け
て
い
ま
す
。
農
業
関
係
機

関
な
ど
と
一
体
と
な
っ
て
、

真
に
自
立
す
る
農
業
の
構
造

改
革
を
強
力
に
進
め
て
い
き

ま
す
。

四
月
二
十
四
日
、
平
成
十

八
年
度
潟
上
市
観
光
協
会
総

会
が
、
昭
和
公
民
館
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

総
会
に
は
、
観
光
協
会
の

会
員
約
三
十
人
が
出
席
。
は

じ
め
に
石
川
会
長
（
市
長
）が

「
今
年
度
は
、
秋
田
県
種
苗
交

換
会
が
本
市
で
開
催
さ
れ
る
。

観
光
協
会
も
こ
れ
か
ら
立
ち

上
げ
る
潟
上
市
種
苗
交
換
会

協
賛
会
に
参
加
し
て
い
た
だ

き
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
事
業
な

ど
と
同
様
に
大
会
を
盛
り
上

げ
て
ほ
し
い
」
と
あ
い
さ
つ
。

そ
の
後
、
藤
原
幸
作
市
議

会
議
長
、
こ
だ
ま
祥
子
県
議

会
議
員
が
祝
辞
を
述
べ
ま
し

た
。総

会
で
は
、
昨
年
度
の
事

業
報
告
・
決
算
を
承
認
後
、

今
年
度
の
各
種
事
業
計
画
案

お
よ
び
予
算
案
が
承
認
さ
れ
、

潟
上
市
の
観
光
事
業
が
ス
タ

ー
ト
し
ま
し
た
。

●
潟
上
市
観
光
協
会
総
会

18
年
度
の
事
業
計
画
等
を
承
認

かたがみの夏を盛り上げる

３３３３大大大大イイイイベベベベンンンントトトトのののの予予予予定定定定

飯田川鷺舞まつり

８月５日�・６日�

八郎まつり
８月16日�

天王グリーンランドまつり
８月26日�・27日�

「
積
極
的
に
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
」
と
寺
田
知
事

（
仁
山
集
落
に
て
）

▼

活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
（
妹

川
浜
集
落
に
て
）

▼

▲今年度の観光事業などについて話し合われま
した



み
ん
な
で
考
え
よ
う
！
男
女
共
同
参
画

12

も
し
、”女
だ
か
ら
、
男
だ
か
ら
“
と
い
う
理
由
だ
け
で
、
し
た
い
こ

と
が
で
き
な
か
っ
た
り
、
特
定
の
仕
事
や
役
割
が
与
え
ら
れ
る
と
し
た

ら
、
み
な
さ
ん
は
ど
う
思
い
ま
す
か
？

家
庭
で
、
職
場
で
、
学
校
で
、
地
域
で
、
お
互
い
に
思
い
や
り
を
大

事
に
し
な
が
ら
、
ひ
と
り
の
人
間
と
し
て
個
性
と
能
力
を
発
揮
で
き
る

『
男
女
共
同
参
画
社
会
』
・
・
・
そ
の
実
現
の
た
め
に
は
、
皆
さ
ん
一

人
ひ
と
り
の
取
り
組
み
が
必
要
で
す
。

私
た
ち
の
ま
わ
り
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
つ
い
て
、
こ
の
機
会
に

考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

こんなデータがあります・・�
「夫は外で働き、妻は家庭を守るべきである」という考え方について�
�（秋田県と潟上市は「男は仕事、女は家庭」という考え方について）�

国�
（平成16年11月調査）�

秋田県�
（平成15年３月調査）�

潟上市�
（平成17年８月調査）�

12.7 32.5 27.4 21.5

14.6 2.325.311.036.710.1

35.2 24.7 26.0 8.3

5.9

賛　成� どちらかと�
いえば賛成�

どちらかと�
いえば反対�

反対�わからない�

5.9

（無回答）�

〜
６
月
は
秋
田
県
の
男
女
共
同
参
画
推
進
月
間
で
す
〜

『潟上市ハートフル実行委員会』
スタッフ募集中!!

男女共同参画に関心がある方はもちろ

ん、イベントの企画に興味がある方、活

動に参加して仲間づくりをしたい方、ご

連絡待ってます。（託児あります）

※募集締め切りは６月15日�です。

お問い合わせは…潟上市教育委員会

幼児教育課

お
　
知
　
ら
　
せ

広
報
か
た
が
み
”ハ
ー
ト
フ
ル
コ
ー
ナ
ー
“
を
始
め
ま
す

市
民
の
み
な
さ
ん
と
と
も
に
、
自
分
ら
し
く
イ
キ
イ
キ
暮
ら
せ
る
潟

上
市
を
つ
く
っ
て
い
く
た
め
に
、「
広
報
か
た
が
み
」
七
月
一
日
号
か
ら

男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
『
ハ
ー
ト
フ
ル
コ
ー
ナ
ー
』
を
始
め
ま
す
。

潟
上
市
教
育
委
員
会
　
幼
児
教
育
課

q
８
７
７
―
７
８
０
４
　
�
８
７
７
―
３
８
０
０

秋
田
県
ハ
ー
モ
ニ
ー
フ
ェ
ス
タ
２
０
０
６

〜
次
世
代
へ
の
贈
り
物
・
男
女
共
同
参
画
社
会
〜

と
　
き

六
月
十
一
日
（
日
）
午
後
一
時
〜

と
こ
ろ

遊
学
舎
（
秋
田
赤
十
字
病
院
と
な
り
）

内
　
容

内
閣
府
男
女
共
同
参
画
局
長
に
よ
る
基
調
講
演

朗
読
劇
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

※
六
月
二
十
三
日
は
、
平
成
十
一
年
に
「
男
女
共
同

参
画
基
本
法
」
が
施
行
さ
れ
た
日
で
す
。
こ
れ
を

記
念
し
、
毎
年
六
月
二
十
三
日
か
ら
の
一
週
間
を

「
男
女
共
同
参
画
週
間
」
と
定
め
て
い
ま
す
。

６
月
23
日
〜
29
日
は

国
の
男
女
共
同
参
画
週
間
で
す

今
年
の
標
語

『
参
画
で
　
職
場
に
活
気
　
家
庭
に
ゆ
と
り
』
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安　保　龍　星さん
伊　藤　優　希さん
岩　谷　ゆ　いさん
小　野　優　汰さん
北　嶋　　　颯さん
吉　條　桃　加さん
佐　藤　小　雪さん
菅　原　嘉偉良さん

高　桑　翔　太さん
滝　沢　美　空さん
舘　岡　颯　来さん
畠　山　北　斗さん
藤　田　礼　佳さん
藤　原　千　鶴さん
和　田　愛美莉さん

お問い合わせは…
潟上市健康課　　　　　（q８５５－５１１５）
天王保健センター　　　（q８７８－６５７０）
飯田川保健福祉センター（q８５５－５１８０）

健康課

乳幼児健診日程表

※　受付時間は12時30分から13時までです。
母子手帳・アンケート用紙は、必ず持ってきてください。アンケートはしっ
かり記入しましょう。

※　持ってくるもの：母子手帳・予診票（予診票はしっかり記入しましょう）

６月13日(火) 乳児健診 平成17年７・10月生 飯田川保健福祉センター

平成18年１月生

６月21日(水) ２歳半児歯科健診 平成15年9･10･11･12月生 昭和公民館

〈昭和・飯田川地区にお住まいの方〉※会場をよくご確認ください。

予防接種日程表

６月13日(火)
生後３ヵ月から７歳半未満

までに２回接種します。
13時～14時 天王保健センタ－

〈ポリオ〉

保健福祉センター開放日

６月 ２日(金) 10時～12時　 天王保健センター

６月 ９日(金) 〃　 飯田川保健福祉センター

６月12日(月) 〃　 天王保健センター

６月16日(金) 〃　　 飯田川保健福祉センター

６月23日(金) 〃　　　 飯田川保健福祉センター

６月26日(月) 〃　　　　　　 天王保健センター

育児相談日

６月 ２日(金) 10時～12時 天王保健センター

６月23日(金) 〃　 飯田川保健福祉センター

月日(曜日) 時　　間 場　　　　　所

月日(曜日) 時　　間 場　　　　　所

月日(曜日) 対　　　象 受付時間 場　　所

月日(曜日) 対　　　象 受付時間 場　　所

月日(曜日) 健診名 対　　象 場　　所

月日(曜日) 健診名 対　　象 場　　所

６月20日(火) 飯田川保健福祉センター

〈ＢＣＧ〉

６月 １日(木) 10ヵ月児健診　 平成17年７月生　　 天王保健センター

６月 ７日(水) ４ヵ月児健診　 平成18年１月生　　 天王保健センター

６月 ８日(木) ７ヵ月児健診　 平成17年10月生　　　　天王保健センター

６月27日(火) ２歳半児歯科健診 平成15年11月生　　　 天王保健センター

６月30日(金) ３歳半児健診 平成14年11・12月生 天王保健センター

〈天王地区にお住まいの方〉

６月12日(月)
９時30分～11時 潟上市役所飯田川庁舎

12時20分～ ミツミ電機

14時15分～15時15分 小玉醸造

15時30分～16時30分 ほのぼの苑

◎献血車巡回日程◎

ご協力のお願い�

献血は、手術や事故等で輸血の必要な
患者さんへ届けられる大切なものです。
潟上市でも献血車が巡回しております。
お近くにきた際にはご協力をお願いしま
す。

育児教室のお知らせ
市では、子どもさんをお持ちの方を対象に育児教室を行います。ご

希望の方は、開催日の3日前までに下記まで申し込んでください。な

お、教室の間はボランティアが子どもさんのお世話をします。

生後３ヵ月から６ヵ月

未満までに１回接種します。
13時～13時30分

市で４月に３歳半児健診をうけた30人中、
むし歯のなかった子どもは15人でした。
むし歯のないきれいな歯をいつまでも大切
にしましょう。

★ピヨピヨ教室（１歳未満のお子さんをお持ちの方が対象です）

★のびのび教室（１歳以上のお子さんをお持ちの方が対象です）

７月７日(金) 「モグモグ！ごっくん！ 天王保健センター
10時～13時 離乳食クッキング」 （q878－6570）

月日（曜日） 内　　容 会場（申し込み先）

６月27日(火) お話「子どもが輝く幸せな子育て」 飯田川保健福祉センター
10時～11時30分 講師　若松　亜紀先生 （q855－5180）

６月29日(木) みんなで食べよう！ 天王保健センター
10時～13時 キッズランチクッキング （q878－6570）

７月３日(月) お話「子どもが輝く幸せな子育て」 天王保健センター
10時～11時30分 講師　若松　亜紀先生 （q878－6570）

月日（曜日） 内　　容 会場（申し込み先）

◆持ち物：子どもさんのお世話に必要なもの（ある方はおんぶひも）、エプロ
ン、三角巾、おしぼり、子どもさん用のスプーン

◆持ち物：子どもさんのお世話に必要なもの（ある方はおんぶひも）、６月
29日に参加希望の方は、エプロン、三角巾、おしぼり、子どもさ
ん用のスプーンもご持参ください。
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総合政策課広報統計班（�878－9802）

ホットな話題を

どしどしお寄せください。

昭和58年5月26日に発生した日本海中部地震の大惨事を教訓に、「県民
防災の日」にちなみ、市では全市一斉の防災訓練を行いました。
訓練は、午前９時20分、県内陸を震源とするマグニチュード7.2の地震

が発生し、本市で震度６弱を記録。飯田川小学校付近で大規模な火災など
を想定しました。
９時20分、地震情報が伝達されると、若竹幼児教育センターでは火災防

ぎょ訓練が行われ、飯田川庁舎前では災害対策現地本部（本部長　石川市
長）が設置されました。その後、飯田川小学校周辺では、地域住民などに
よるバケツリレー、各分団員による林野火災防ぎょ訓練などが行われまし
た。飯田川小全校児童が見守る中、湖東消防署員による高所救助訓練など
が本番さながらに行われ、災害に対する防災意識を高め合いました。

潟上市防災訓練
あの大惨事を教訓に

防災意識を高める

潟上市飯田川赤十字奉仕団（委員長　小玉喜久子）
が、５月11日、地域のひとり暮らし高齢者を対象に、
天王グリーンランドなどをバスで巡る交流会を開催し
ました。
この交流会は、日本赤十字社による高齢者生活支援

事業として行われたものです。この日は、高齢者や団
員など約50人が参加。天王グリーンランドを初めて訪
れたという方もいて「こういう機会を設けてもらって
よかった。楽しかった」という声が聞かれました。
昼食は、団員のみなさんが心を込めて作ったじゃっ

ぱ汁とおにぎりを味わい、その後も参加者全員でいろ
いろなゲームに挑戦するなど、和やかな雰囲気で交流
会を楽しみました。

飯田川赤十字奉仕団
ひとり暮らしの高齢者と笑顔で交流

交
通
事
故
車
両
か
ら

救
助
訓
練
を
披
露

天
王
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
で
記
念
撮
影

▲

▲

真剣なまなざしで
訓練に見入る子ど
もたち
▼

５月21日、豊川地区合

同の大運動会が開催され

ました。

お天気にも恵まれ、大

人も子どもも緑の中で大

ハッスル。小学校と地域

が一体となる元気で楽し

い運動会となりました。

緑緑 の中で

運動会
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潟上市陸上競技協会（会長　鈴木久米雄）主催による「第
13回天王グリーンランドクロスカントリー大会」が、５月
21日、鞍掛沼公園を会場に開催されました。
大会には、市内外から中学生や一般ランナーなど総勢310

人が参加。競技は中学生男女（短距離・長距離）、女子・一
般男子、男子壮年の部が行われ、新緑の天王グリーンランド
で健脚を競い合いました。

●中学女子短距離の部（2.4km）
１位　佐藤　弘美（天王南中）
３位　中川　理奈（天王南中）
４位　齊藤　知絵（天王南中）

●中学女子長距離の部（2.4km）
１位　小玉麻莉子（天王南中）
６位　三浦悠理子（天王南中）

●中学男子短距離の部（3.0km）
５位　石川　　舜（羽城中）
６位　大友　駿平（天王南中）
７位　小野　直輝（天王南中）

●男子壮年の部（5.0km）
２位　佐々木　満（潟上南秋陸協）

●女子の部（5.0km）
８位　佐藤亜紀子（潟上市）

【
羽
城
中
学
校
】

●
団
体

優
　
勝
　
新
体
操

準
優
勝
　
柔
道
女
子
、
剣
道
男
子

サ
ッ
カ
ー
、
陸
上
女
子

第
３
位
　
柔
道
男
子
、
野
球

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
女
子
　
　
　

陸
上
男
子

●
個
人
優
勝
（
敬
称
略
）

柔
道
男
子

２
年
66
kg
級
　
加
藤
　
健
太

３
年
60
kg
級
　
金
澤
　
瑛
希

３
年
81
kg
級
　
二
田
　
健
史

柔
道
女
子

菅
原
　
陽
南

新
体
操個

人
総
合
　
　
佐
藤
　
瑞
穂

ロ
ー
プ
　
　
　
佐
藤
　
瑞
穂

フ
ー
プ
　
　
　
佐
藤
　
瑞
穂

陸
上
男
子

共
通
400
ｍ
　
　
石
川
　
　
舜

共
通
走
り
高
跳
び菅

原
　
敬
弥

２
年
400
ｍ
Ｒ

（
菅
原
・
佐
藤
・
伊
藤
・
古
谷
）

陸
上
女
子

３
年
100
ｍ
　
　
佐
藤
　
二
葉

共
通
走
り
幅
跳
び佐

藤
　
二
葉

共
通
400
ｍ
Ｒ

（
原
田
・
佐
藤
・
菅
原
・
佐
々
木
）

【
天
王
中
学
校
】

●
団
体

優
　
勝
　
柔
道
女
子
、
剣
道
女
子

サ
ッ
カ
ー
　
　
　

準
優
勝
　
卓
球
男
子
、
卓
球
女
子

野
球

第
３
位
　
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
男
子

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
女
子
　
　
　

●
個
人
優
勝
（
敬
称
略
）

柔
道
男
子

２
年
48
kg
級
　
三
浦
　
雄
馬

２
年
55
kg
級
　
藤
原
　
勇
輝

２
年
60
kg
級
　
船
木
　
大
鉄

３
年
48
kg
級
　
桜
庭
　
竜
太

３
年
73
kg
級
　
本
山
　
直
人

柔
道
女
子

44
kg
級
　
　
　
江
畠
　
茉
由

52
kg
級
　
　
　
藤
原
　
真
輝

57
kg
級
　
　
　
渡
部
　
成
美

63
kg
級
　
　
　
加
藤
　
未
来

剣
道
女
子

畠
山
　
　
唯

【
天
王
南
中
学
校
】

●
団
体

優
　
勝
　
剣
道
男
子
Ａ

陸
上
女
子

準
優
勝
　
剣
道
女
子
、
陸
上
男
子

第
３
位
　
剣
道
男
子
Ｂ

サ
ッ
カ
ー

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
女
子
Ｂ

●
個
人
優
勝
（
敬
称
略
）

柔
道
男
子

２
年
90
kg
級
　
鎌
田
　
悠
輝

３
年
55
kg
級
　
北
野
　
梢
弥

陸
上
男
子

２
年
100
ｍ
　
　
安
田
　
海
斗

共
通
3000
ｍ
　
　
鍬
崎
　
竜
誠

共
通
走
り
幅
跳
び小

野
　
直
輝

共
通
400
ｍ
Ｒ

（
岩
谷
・
安
田
・
小
野
・
浅
野
）

陸
上
女
子

２
年
100
ｍ
　
　
佐
藤
　
弘
美

共
通
200
ｍ
　
　
中
川
　
理
奈

共
通
800
ｍ
　
　
三
浦
悠
理
子

共
通
1500
ｍ
　
　
三
浦
悠
理
子

共
通
100
ｍ
Ｈ
　
齊
藤
　
知
絵

共
通
走
り
高
跳
び鈴

木
　
綺
佳

共
通
砲
丸
投
げ

佐
藤
は
る
か

２
年
400
ｍ
Ｒ

（
村
沢
・
鈴
木
・
佐
藤
・
嵯
峨
）

男
鹿
市
・
潟
上
市
・
南
秋
田
郡

中
学
校
春
季
大
会
（
４
月
22
日
）

ラ
グ
ビ
ー

準
優
勝
　
　
天
王
南
中
学
校

天王グリーンランドクロスカントリー大会
新緑の中で健脚を競う

大会結果（敬称略・市内関係10位入賞者のみ掲載）

潟
上
市
・
南
秋
田
郡

中
学
校
春
季
大
会
結
果
（
４
月
22
日
・
23
日
）

【中学生の部】（敬称略）

〈男子〉
優　勝　59㎏級　保坂　　健（勲武館道場）
第３位　73㎏級　原田　優輝（勲武館道場）

〈女子〉
第３位　52㎏級　佐藤　亜子（飯田川スポ少）

【小学生の部】（敬称略）

〈５・６年男子〉
優　勝　26㎏級　小松　偉輝（昭和スポ少）

30㎏級　佐藤　大樹（飯田川スポ少）
51㎏級　岩波　成人（勲武館道場）

第３位　51㎏級　牧野　竜大（勲武館道場）
〈５・６年女子〉
優　勝　30㎏級　小林　優紀（昭和スポ少）

33㎏級　高山　奈々（勲武館道場）
36㎏級　佐々木なつみ（飯田川スポ少）

第３位　36㎏級　菅原　活子（昭和スポ少）
〈３・４年男子〉
準優勝　45㎏級　田代　頌介（勲武館道場）
第３位　42㎏級　鈴木　悠之（飯田川スポ少）

〈３・４年女子〉
優　勝　26㎏級　佐々木ゆき乃（飯田川スポ少）

36㎏級　伊藤　百花（飯田川スポ少）
準優勝　33㎏級　石井あすか（飯田川スポ少）

〈１・２年男女〉
優　勝　24㎏級　高田　侑玄（勲武館道場）
第３位　28㎏級　小室　裕大（昭和スポ少）

第23回北日本少年少女レスリング選手権大会結果
会場：福島県郡山総合体育館（５月３日・４日）

▲中学生ランナーたちが心地　

よい汗を流しました
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天王小�出戸小�東湖小�追分小�大久保小�豊川小�飯田川小�
●全校ＰＴＡ�
　授業参観�

●幼保小情報交換会�
　授業参観と情報交換�
●ふれあい交流（お茶）�
　地域のお茶の先生�
　から作法を学ぶ�

●体力テスト�
　50m走など�
●学校評議委員会�
　授業参観�
●ふれあい交流（お茶）�
　地域のお茶の先生�
　から作法を学ぶ�

●学校開放�

●学校開放�●学校開放�

●学校開放�

●学校開放�

●運動会予行�

●防犯教室�
　犯罪の被害にあっ�
　たときの身の守り�
　方等を身につけ、�
　防犯意識を向上�

●６年生修学旅行�
　結団式�
　10：45～�

●４年生朗読集会�
　８：40～�

●給食試食会�
　１年生保護者対象�
　給食試食会�

●児童集会�
　１～６年生までの縦�
　割り活動�
●学校経営説明会�
　10：20～�
●読み聞かせ�
　13：30～ボランティア�
　による読み聞かせ�

●読み聞かせ�
　（低学年）�
　２校時後半の15分�
　にボランティアに�
　よる読み聞かせ�

●読み聞かせ（高学年）�
　２校時後半の15分�
　にボランティアに�
　よる読み聞かせ�
●ニュースポーツ体験�
　地域の方々を招い�
　て体験�

●クラブ活動�
　クラブ活動に保護者�
　や地域住民の方が参�
　加�
●お茶会体験　地域の�
　指導者を招き、児童�
　や来校者が体験�

●プール清掃�
　児童、職員、保護�
　者、地域住民の方�
　とで清掃�

●ＡＬＴ訪問�
　英語学習�

●３年生総合的な�
　学習の時間�
　みどり学園のお�
　友達と交流�

●学校給食委員会�
　１年生保護者を�
　対象とした給食�
　試食会と栄養士�
　の先生のお話�

●ＰＴＡ授業参観�
　５校時�
●ふれあい交流（お茶）�
　地域のお茶の先生�
　から作法を学ぶ�

●授業参観�
●学校評議委員会�

●演劇鑑賞教室�
　わらび座公演�

●グリーンメイト�
　活動�
　全校縦割り活動�

●全校ＰＴＡ�
●学校保健委員会�
　外部指導者の講話�

●児童委員会�

●幼保10年研修�
　１年生授業提示�

●児童委員会�

●幼保小連絡協議会�
　授業参観と情報�
　交換�

●
「
み
ん
な
の
登
校
日
」
と
は

地
域
の
教
育
力
を
活
用
し
、
子
ど
も

た
ち
の
学
習
や
部
活
動
、
学
校
の
安
全

対
策
な
ど
の
支
援
を
行
う
「
ハ
ロ
ー
ス

ク
ー
ル
運
動
」
の
一
環
と
し
て
、
保
護

者
や
地
域
住
民
の
方
が
実
際
に
学
校
に

足
を
運
び
、
子
ど
も
た
ち
の
学
習
場
面

な
ど
に
接
す
る
こ
と
が
で
き
る
日
と
し

て
『
み
ん
な
の
登
校
日
』
を
設
定
し
て

い
ま
す
。

こ
の
「
み
ん
な
の
登
校
日
」
を
通
し

て
、
地
域
の
方
々
が
教
育
活
動
に
積
極

的
に
か
か
わ
ろ
う
と
す
る
気
運
を
高

め
、
学
校
・
家
庭
・
地
域
社
会
の
一
層

の
連
携
と
協
力
の
も
と
に
、
学
校
教
育

の
充
実
と
発
展
を
図
り
ま
す
。

●
実
施
期
間
と
公
開
内
容

実
施
期
間
は
、
各
学
校
に
よ
っ
て
違

い
ま
す
の
で
、
次
の
一
覧
表
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。（
下
表
参
照
）

実
施
内
容
は
、
学
校
の
ふ
だ
ん
の
様

子
を
公
開
す
る
こ
と
を
基
本
的
と
し
ま

す
の
で
、
す
べ
て
の
活
動
を
公
開
し
ま

す
。
た
だ
し
、
児
童
生
徒
の
個
人
的
な

こ
と
に
か
か
わ
る
こ
と
な
ど
、
見
学
を

控
え
て
い
た
だ
く
箇
所
が
あ
り
ま
す
の

で
、
ご
了
解
願
い
ま
す
。
学
校
や
日
に

よ
っ
て
は
、
教
科
授
業
以
外
の
行
事
を

予
定
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。

具
体
的
な
内
容
や
時
間
な
ど
は
各
学

校
に
直
接
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

昨
年
度
よ
り
、
県
内
の
す
べ
て

の
学
校
で
は
、
開
か
れ
た
学
校
づ

く
り
を
す
る
た
め
に
６
月
と
11
月

に
各
一
週
間
程
度
に
わ
た
り
、「
み

ん
な
の
登
校
日
」
と
し
て
地
域
の

人
た
ち
や
保
護
者
に
開
放
を
し
て

い
ま
す
。
昨
年
度
潟
上
市
内
の

小
・
中
学
校
で
は
、
約
３
、５
０
０

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

今
年
度
も
６
月
と
11
月
頃
に
実

施
し
ま
す
の
で
、
こ
の
機
会
に
積

極
的
に
参
加
し
、
学
校
の
教
育
に

関
心
を
も
っ
て
く
だ
さ
る
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

市
立
各
小
学
校
・
中
学
校

「
み
ん
な
の
登
校
日
」
行
事
予
定

６
月
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天王中�天王南中�羽城中�

●教養講座�
　フラワーアレン�
　ジメント�

●教養講座�
　茶道教室�

●教養講座�
　和楽器教室�

●中総体壮行会�
　大会に向けた�
　激励会�

●学校開放�●学校開放�

●部活見学�

●学校開放　10：00�
　校内見学（担当教師�
　が案内）�
●危機管理に関する�
　全校集会　13：50�
　開始、地域ボランテ�
　ィアの方の講話�
●部活見学　16：00～�

●学校開放�
　10：00校内見学�
（担当教師が案内）�
●総合体育大会壮行会�
　13：50～�
●部活見学�
　15：00～�

●学校開放�

●学校開放�

●学校開放�

●学校開放�

●学校開放�●講演会�
●吹奏楽部演奏披露�
●郡総体壮行会見学�

●
訪
問
と
参
観
の
方
法

事
前
の
申
し
込
み
は
必
要
あ
り
ま

せ
ん
の
で
、
当
日
学
校
へ
直
接
訪
問

し
て
く
だ
さ
い
。

玄
関
で
は
受
付
が
あ
り
ま
す
の
で
、

記
名
な
ど
を
お
願
い
し
ま
す
。
受
付

し
た
あ
と
は
、
名
札
や
専
用
シ
ー
ル

を
つ
け
、
学
校
の
指
示
に
し
た
が
う

よ
う
、
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

■問い合わせ先■

●天王小学校（q 878-2201）

●出戸小学校（q 878-2205）

●東湖小学校（q 878-2244）

●追分小学校（q 873-3461）

●大久保小学校（q 877-2068）

●豊川小学校（q 877-2056）

●飯田川小学校（q 877-2033）

●天王中学校（q 878-2222）

●天王南中学校（q 873-4300）

●羽城中学校（q 877-3211）

平成18年度児童手当現況届のお知らせ

平成17年度中、児童手当を受給されていた方は「現況届」の手続き
が必要です。（対象者には用紙を送付します）
３会場で受付を行いますので、都合のよい日に会場にお越しくださ
い。この届出がない場合は、６月以降の手当が受けられなくなる場合
がありますので必ず提出してください。
※公務員の方は､職場での手続きとなります。

会　場／天王公民館
と　き／６月19日（月）・20日（火）９時～16時30分
会　場／飯田川保健福祉センター
と　き／６月21日（水）９時～16時30分
会　場／昭和公民館　
と　き／６月22日（木）・23日（金）９時～16時30分

手続きに必要なもの

●現況届(送付される用紙)
●受給者が国民健康保険以外に加入の場合のみ、受給者の健康保険証
の写し
●平成18年１月１日に潟上市に住所がなかった場合は、平成18年度
児童手当用所得証明書（前住所地から）
●印鑑
※その他、場合により必要なものがあります。

支給対象年齢が変わりました
平成18年４月１日児童手当制度改正により、支給対象年齢が小学校
修了前（小学校６年生の３月分まで）までに延長されました。平成６
年４月２日から平成９年４月１日までに生まれた児童を養育している
方は、「認定請求」手続きを行ってください。９月末日まで請求した場
合に限り、平成18年４月分にさかのぼって支給いたします。10月以降
に請求した場合は、請求した月の翌月から支給対象となります。
下に兄弟がおり、現在手当を受給されている方は、「額改定認定請求」
手続きが必要です。
まだ手続きをされていない方は、お早めに手続きをおこなってくだ
さい。※公務員の方は､職場での手続きとなります｡（所得制限があり
ます）

「認定請求」手続きに必要なもの

●請求者が国民健康保険以外に加入の場合のみ、請求者の健康保険証
の写し
●平成17年１月１日に潟上市に住所がなかった場合は、平成17年度
児童手当用所得証明書（前住所地から）
●平成18年１月１日に潟上市に住所がなかった場合は、平成18年度
児童手当用所得証明書（前住所地から）
●印鑑
●請求者名義の金融機関口座のわかるもの（郵便局以外）
※その他、場合により必要なものがあります。

「額改定認定請求」手続きに必要なもの

●印鑑
受付場所　天王・昭和・飯田川庁舎総合窓口センター及び社会福祉課
（昭和庁舎内）

お問い合わせは､潟上市社会福祉課社会福祉班
（�８５５－５１１２）
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＊
石
川
理
紀
之
助
翁
資
料
館
の
説
明
者
＊

今
年
は
本
市
で
種
苗
交
換
会
が
開
催
さ

れ
ま
す
。
県
内
外
の
来
訪
者
に
石
川
翁
を

Ｐ
Ｒ
す
る
絶
好
の
機
会
で
す
。
あ
な
た
の

積
極
的
な
参
加
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

募
集
人
員

中
学
生
以
上
20
名

募
集
期
間

６
月
１
日
〜
６
月
30
日
ま
で

講

習

会

９
月
・
10
月
の
第
１
・
第
３

日
曜
日

10
時
〜
12
時
ま
で(

計
４
回)

※
申
込
者
に
は
別
途
通
知
し
ま
す

お
問
い
合
わ
せ
は
…

天
王
分
館
長
連
絡
協
議
会

（
事
務
局：

天
王
公
民
館
内

q
８
７
８
ー
４
１
１
１
）

十
八
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
飯
田

川
地
区
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
で
は
、
十

九
人
の
児
童
が
開
設
場
所
で
あ
る
若
竹

児
童
セ
ン
タ
ー
に
「
た
だ
い
ま
ー
」
と

帰
り
、
元
気
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

五
月
十
四
日
に
は
、
自
分
た
ち
で
食

べ
る
お
や
つ
づ
く
り
に
初
挑
戦
し
ま
し

た
。
今
回
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
の
は
「
串

だ
ん
ご
」
で
、
お
い
し
い
だ
ん
ご
が
で

き
る
よ
う
に
み
ん
な
真
剣
で
し
た
。
悪

戦
苦
闘
し
な
が
ら
も
お
い
し
い
お
や
つ

が
完
成
し
、
さ
っ
そ
く
み
ん
な
で
、
で

き
あ
が
っ
た
だ
ん
ご
を
ほ
お
ば
っ
て
い

ま
し
た
。
自
分
た
ち
で
つ
く
っ
た
お
や

つ
の
味
は
格
別
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

保
護
者
の
就
労
な
ど
に
よ
り
、
学
校

か
ら
帰
っ
て
も
保
護
者
が
家
に
い
な
い

児
童
を
預
か
り
、
遊
び
を
中
心
と
し
た

活
動
を
通
じ
て
、
児
童
の
育
成
・
指
導

を
行
い
児
童
の
健
全
育
成
の
向
上
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
今
で

は
全
国
で
設
置
さ
れ
て
い
て
、
潟
上
市

で
も
全
六
ヵ
所
で
開
設
さ
れ
て
い
ま

す
。
ど
の
ク
ラ
ブ
で
も
、
外
遊
び
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
、
昔
遊
び
や
四
季
に
ふ

れ
あ
う
機
会
も
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
は
、
自
ら
お
や
つ
づ
く

り
に
挑
戦
し
て
お
り
、
内
容
盛
り
だ
く

さ
ん
の
児
童
ク
ラ
ブ
活
動
で
す
。

飯
田
川
地
区�

◆
対
象
児
童

市
内
の
小
学
校
１
年
生
〜
６
年
生

◆
保
育
時
間

○
平
日：

学
校
退
校
時
間
〜
18
時
30
分

○
夏
・
冬
・
春
休
み
・
学
校
の
休
業
日

等：

７
時
30
分
〜
18
時
30
分

◆
ク
ラ
ブ
の
休
日

○
毎
週
日
曜
日
、
祝
祭
日
、
年
末
年
始

（
12
月
29
日
〜
１
月
３
日
）

◆
保
育
料

○
１
人
に
つ
き
月
額
２
、５
０
０
円

（
別
料
金
で
お
や
つ
代
・
年
間
保
険

料
が
か
か
り
ま
す
）

★潟
上
市
ガ
イ
ド
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

日
時

７
月
８
日(

土)

行
先

①
出
戸
高
層
湿
原

②
聖
農
・
石
川
理
紀
之
助
翁
の
郷

出
発

１．
飯
田
川
公
民
館
　

９
時
30
分

２．
昭
和
公
民
館
出
発

９
時
40
分

３．
天
王
公
民
館
出
発

10
時

対
象

小
学
生
以
上

定
員

40
名

※
野
外
活
動
で
き
る
服
装(

長
く
つ
要)

で
参
加
し
て
く
だ
さ
い

※(

午
前
中
で
旅
は
終
了
し
ま
す)

申
込

各
公
民
館
へ

お
問
い
合
わ
せ
は
…

天
王
分
館
長
連
絡
協
議
会

（
事
務
局：

天
王
公
民
館
内

q
８
７
８
ー
４
１
１
１
）

★お
宝
探
し
ミ
ニ
研
修
の
旅

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
と
は
…

飯
田
川
地
区
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

▼

追
分
地
区
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

▼
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今
回
は
図
書
館
本
館
の
雑
誌
・
軽
読

書
コ
ー
ナ
ー
を
紹
介
し
ま
す
。

生
活
情
報
誌
や
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
誌
、

車
情
報
誌
、
釣
り
情
報
誌
な
ど
の
雑
誌

が
二
十
八
種
類
、
新

聞
は
全
国
紙
が
六
種

類
、
地
方
紙
が
三
種

類
あ
り
、
快
適
な
ソ

フ
ァ
ー
で
本
を
見
な

が
ら
く
つ
ろ
ぐ
こ
と

の
で
き
る
市
民
の
い

こ
い
の
場
と
な
っ
て

い
ま
す
。
自
由
に
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

生涯学習課６月行事

【昭和公民館】（q877－5130）

●湖南大学（６月講座）16日(金) 羽城中学校
●ほうかご元気塾
７日･14日･21日(各水曜日)15時～

レイクプラザ
８日･15日･22日･29日(各木曜日)15時～

豊川地区館
●土よう日元気塾　10日･17日(各土曜日)10時～
●子育て講座 ７日(水) 中央児童館
●女性セミナー　８日(木)
●昭和芸文協「夏の文化祭」24日(土)･25日(日)

【飯田川公民館】（q877－6744）

●ことぶき大学園
〔普通科〕 15日(木)10時～
〔軽スポーツ科〕16日･23日(各金曜日)
〔書道科〕 13日･27日(各火曜日)10時～
●英会話教室
（初級） １日(木)18時30分～
（中級） 15日(木)18時30分～
●少年少女発明クラブ
10日(土)13時～　若竹児童センター
●生き生き女性セミナー　13日(火)18時30分～
●絵手紙教室　20日(火)10時～
●自然観察会
29日(木) 飯田川公民館前８時30分出発

【天王公民館】（q878－4111）

●茶道教室 ６日･20日(各火曜日)10時～
●ギター教室　14日･28日(各水曜日)18時30分～
●やさしいハーモニカ
14日･28日(各水曜日)10時～
●松寿大学　　15日(木)10時30分～
●楽しい押し花　20日(火)10時～
●子育て母親教室「子どもの喜ぶ魚料理に挑戦」
７日(水)９時30分～
●はまなす女性学級「手づくりパンに挑戦」
21日(水)９時30分～
●初めてのヨガ
６日･13日･20日･27日(各火曜日)10時30分～
●パソコン教室
ワード　　　　　19日(月)･20日(火)10時～
エクセル　　　　21日(水)･22日(木)10時～
インターネット　26日(月)･27日(火)10時～
●お茶の間サロン
２日･９日･16日･23日･30日(各金曜日)９時～

【図書館】（q878－6688）

●読み聞かせ会　３日(土)11時30分～　昭和学習館
●お話の広場 24日(土) 市図書館

【追分児童館】（q873－4889）

●玄関にアジサイの花絵を描こう　７日(水)15時～
●笹もちづくりの笹つみ　　　 16日(日)10時～
●地域交流会ヨモギ団子づくり 17日(土)14時～

oshirase
oshirase
oshirase

oshirase
oshirase
oshirase

「
雑
誌

「
雑
誌
・
軽
読
書
コ

軽
読
書
コ
ー
ナ
ー
」

ー
ナ
ー
」�

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　 

紹
介
紹
介�

「
雑
誌
・
軽
読
書
コ
ー
ナ
ー
」�

　
　
　
　
　
　
　
　 

紹
介�

※今月の公民館の休館日　12日(月)
平成18年度　潟上市主催�

主　　催：潟上市
潟上市子ども会育成会連絡協議会

期　　日：７月25日(火)～27日(木)
＜夏休み中の２泊３日＞

場　　所：県立保呂羽山少年自然の家

参加資格：潟上市内に住む小学校５・６年生

募集定員：100名（定員になり次第締め切ります）

内　　容：テント宿泊　　　野外炊飯
保呂羽山登山　　オリエンテーリング
カヌー体験　　　キャンプファイヤー

※天候等により変更する場合があります

参 加 費：3,000円

応募方法：下記に電話で申し込んでください。

潟上市教育委員会生涯学習課
q８７７－７８０５

と
　
き

６
月
15
日(

木)

〜

毎
月
第
３
木
曜
日

全
10
回
　
18
時
30
分
〜

と
こ
ろ

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

定
　
員

20
人

締
　
切

６
月
８
日(

木)

お
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
は
…

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
ま
で

q
８
７
３
│
５
６
７
２



C A L E N D A R

市教育委員会では、ヨット・カヌー・水上スキーなどの水
辺をフィールドとした海洋性スポーツを体験していただくた
め「マリンスポーツ教室」を開催します。
と　き ６月４日(日)・18日(日)

７月２日(日)
９時～12時

ところ 潟上市天王海洋センター艇庫
対　象 市内在住の小学生以上の方
参加費 無　料

お申込み・お問い合わせは…
潟上市教育委員会スポーツ振興課

（q877－7806 有線5191）

マリンスポーツ教室を開催します

◆６月（JUNE）の主な行事◆

20

１ 木 特設人権相談所(天王公民館・昭和公民館・飯田川

下虻川分館10時～15時)

２ 金

３ 土 ふたあらの丘クリーンアップ(昭和飯田川商工会青

年部・女性部主催　５時30分～)

４ 日 八郎湖クリーンアップ作戦(昭和・飯田川地区５時

～、天王地区６時～)

マリンスポーツ教室(天王海洋センター　6月18日・

７月２日)

廃タイヤ収集日(クリーンセンター　9時～16時)

５ 月 昭和東・中央保育園開放日(10時～11時)

６ 火 昭和西保育園開放日(10時～11時)

７ 水 出戸幼稚園「こっこちゃん広場」(10時～11時30分)

追分乳児・二田保育園「らっこちゃん広場」(10時

～11時)

８ 木

９ 金

10 土

11 日 飯田川地区運動会(飯田川小グラウンド、開会式９時)

昭和地区運動会(元木山陸上競技場、開会式９時30分)

12 月

13 火

14 水 追分・湖岸保育園「らっこちゃん広場」(10時～11時)

15 木

16 金

17 土 第１回潟上市市民公開セミナー(羽城中学校視聴覚

ホール・15時～17時)

盆栽展示会(天王グリーンランド～18日)

18 日 潟上・南秋地区中学校総合体育大会(17日～19日)

19 月

20 火

21 水

22 木 天王幼稚園「ミミーちゃんクラブ」(10時～11時30分)

23 金

24 土 東北高校選手権大会レスリング競技(会場・昭和体

育館　～25日)

飯田川小学校運動会

25 日 潟上市小型ポンプ操法大会(会場・元木山陸上競技

場、開会式９時)

第１回潟上市ゴルフコンペ(潟上市ゴルフ協会主催・

男鹿ゴルフクラブ)

26 月

27 火

28 水

29 木

30 金

日 曜 行　　事　　予　　定

「昭和地区運動会」･「飯田川地区運動会」
６月11日(日)に開催します

実施のときは、午前６時にノロシでお知らせします。
競技種目など詳細については、各家庭に配布された
「プログラム」をご覧ください。

お問い合わせは…
潟上市教育委員会スポーツ振興課

（q877－7806 有線5191）

潟上市国際交流協会が主催する「中国甘粛省青少年訪日団」

秋田プログラムのホストファミリーを募集します。

主　　催 潟上市国際交流協会（秋田プログラム）

受入期間 ８月４日(金)～８月７日(月) ３泊４日

訪 問 者 団長・甘粛省人事庁１人、事務局長１人、通訳

１人、蘭州市中高生14人の合計17人

受入家庭 単身者でない方

謝　　金 ３泊４日で１人当たり１万円

お問い合わせは…

潟上市国際交流協会・御所野（q090－1497－8912）
・加　藤（q090－7068－6789）

潟上市総合政策課（q878－9802）

ホストファミリーを募集します

潟上市国際交流協会では、一緒に活動してくださる

会員を募集しています。国際交流に興味のある方は、

個人、家族、会社や法人団体でも大歓迎です。お問い

合わせは、国際交流協会または潟上市総合政策課まで。

国際交流協会の会員募集！

※雨天の場合は中止とします。



盆栽展示会を開催します

天王盆栽会（会長　佐々木勇蔵）では、
恒例の「盆栽展示会」を開催します。多
数のご来場をお待ちしています。
と　き ６月17日（土）10時～17時

18日（日）９時～16時
ところ 天王グリーンランド内

ピクニック広場
内　容 ○さつき、松柏盆栽、雑木盆

栽の展示
○盆栽の手入れ、植え替えの
相談など

お問い合わせは…
佐々木勇蔵（q878－2547）

県農業研修センターからのご案内

●自然体験研修「庭づくり研修」
と　き ６月13日（火）13時～16時
内　容 家庭でできる庭づくり
対　象 農業者・一般25人
受講料 1,000円

●パソコン研修「ホームページ作成」
と　き ６月14日（水）10時～16時
内　容 ホームページ作成ソフト「ホ

ームページビルダー」の基本
的な操作とホームページの作
り方

対　象 農業者・一般20人
受講料 1,500円

お申込み・お問い合わせは…
県農業研修センター

（q0185－45－3113）

「女性の人権ホットライン」･「子どもの人権110番」
ナビダイヤルが開設されました

法務省では、女性をめぐる人権問題と
子どもの人権問題について、各法務局に
専用相談電話を開設しています。この度、
相談者の利便性の向上を図るため、ナビ
ダイヤルによる全国共通の電話番号が設
けられました。
●女性に対する暴力やセクシュアル・ハ
ラスメントなどの女性をめぐる人権問
題については…
「女性の人権ホットライン」

（q0570－070－810）
●いじめや体罰などの子どもの人権問題に
ついて、子どもからの相談については…
「子どもの人権110番」

（q0570－070－110）
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デイサービスセンター「はまなす」臨時職員募集

募集人員 介護員１人
資　　格 介護福祉士、ホームヘルパー

２級
勤務場所 デイサービスセンター「はま

なす」
申込期限 ６月９日(金)まで「はまなす」

に履歴書を提出してください。
お申込み・お問い合わせは…
〒010-0201
潟上市天王字鶴沼台43-226
デイサービスセンター「はまなす」

（q878－6383）

エイズ検査を無料で行います

秋田中央保健所では、エイズ検査を無
料で行っています。即日検査では30分
で検査結果が分かります。匿名で受けら
れますので、事前に予約してください。
と　き ６月７日(水) ９時～12時

６月21日(水)10時～11時
18時～19時30分

ところ 秋田中央保健所

※上記以外でも毎月
第１水曜日10時～11時
第３水曜日10時～11時

18時～19時30分
予約にて実施しています。
お申込み・お問い合わせは…
秋田中央保健所　（q855－5170）

天王地区保育園開放「らっこちゃん広場」

●追分乳児保育園、二田保育園
と　き ６月７日（水）10時～11時
内　容 お外で遊びましょう

●追分保育園、湖岸保育園
と　き ６月14日（水）10時～11時
内　容 お外で遊びましょう

秋田わか杉大会「要約筆記ボランティア」募集

応募資格 次の要件をすべて満たしてい

る方
①平成３年４月１日以前に生
まれた方
②平成19年「秋田わか杉大会」
大会期間中に活動可能な方で
専門ボランティア研修などを
受講できる方
③パソコン要約筆記ボランテ
ィアは、①、②以外にタッチ
タイピングが可能で、研修お
よび活動期間中にノートパソ
コン(OSはWindows98/Me/
2000/XP)を持参できる方

募集定員 手書きコース　各会場30人

（先着順優先）
パソコンコース　各会場25人

（先着順優先）
申込期限 ６月20日(火)

お申込み・お問い合わせは…
県国体・障害者スポーツ大会局大会総務課

(q860－5254)
県聴力障害者協会　　(FAX864－2782)

税務職員（高校卒業程度）募集

仙台国税局では、バイタリティあふれ
る職員を募集しています。
国の財政を支える税務職員に、あなた

もチャレンジしてみませんか。
受験資格 昭和61年４月２日～

平成元年４月１日生まれの方
申込期間 ６月20日(火)～６月27日(火)
受験申込書の請求 最寄りの税務署、仙

台国税局人事第二課または
人事院東北事務局

お問い合わせは…
人事院東北事務局　　（q022－221－2022）
仙台国税局人事第二課（q022－263－1111）
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平
成
十
八
年
度
国
際
ロ
ー
タ
リ
ー

財
団
の
国
際
親
善
奨
学
生
（
昭
和
飯

田
川
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
推
薦
）
と

し
て
、
幸
村
長ま

さ
る

さ
ん
（
飯
田
川
岩
崎
）

が
、
米
国
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
行
政
大

学
院（
通
称：

ケ
ネ
デ
ィ
ス
ク
ー
ル
）

に
留
学
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

幸
村
さ
ん
は
「
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学

行
政
大
学
院
は
、
多
数
の
ノ
ー
ベ
ル

賞
受
賞
者
を
輩
出
す
る
な
ど
、
学
問

を
す
る
者
に
は
非
常
に
有
名
な
大
学

で
あ
り
、
ま
さ
か
自
分
が
合
格
す
る

と
は
思
っ
て
ま
せ
ん
で
し
た
。
日
本

人
の
行
政
大
学
院
へ
の
留
学
は
、
大

学
の
教
授
、
民
間
企
業
や
行
政
官
僚

な
ど
が
ほ
と
ん
ど
で
、
地
方
公
務
員

が
学
ん
だ
者
は
過
去
に
一
人
だ
け
と

聞
い
て
い
ま
す
。
世
界
の
ト
ッ
プ
レ

ベ
ル
の
政
策
立
案
を
学
び
、
今
後
の

地
方
分
権
時
代
に
対
応
で
き
る
力
を

つ
け
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

現
在
、
秋
田
県
庁
に
勤
務
す
る
幸

村
さ
ん
は
「
留
学
の
応
援
を
し
て
い

た
だ
い
た
、
昭
和
飯
田
川
ロ
ー
タ
リ

ー
ク
ラ
ブ
の
み
な
さ
ん
に
は
大
変
感

謝
し
て
い
ま
す
。
留
学
の
た
め
二
年

間
休
職
し
ま
す
が
、
帰
国
後
は
県
庁

に
復
職
し
ま
す
。
大
学
院
で
学
ん
だ

知
識
を
生
か
し
、
将
来
の
秋
田
県
発

展
に
尽
く
し
た
い
」
と
熱
く
語
っ
て

い
ま
し
た
。

毎
日
、
通
勤
途
中
の
電
車
内
で
英

語
を
勉
強
し
、
英
検
一
級
を
取
得
。

秋
田
に
住
み
な
が
ら
世
界
の
最
難
関

を
突
破
し
た
幸
村
さ
ん
。
帰
国
後
の

ご
活
躍
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

結
成
十
六
年
目
を
む
か
え
る
『
潟
上

市
ふ
る
さ
と
昭
和
会
』。

「
変
わ
り
ゆ
く
故
郷
を
ツ
ア
ー
で
見
に

行
き
た
い
」「
地
元
で
交
流
会
を
行
い

た
い
」
と
の
会
員
の
願
い
が
か
な
っ
て

五
月
五
日
、
菅
原
實
団
長
ほ
か
希
望
者

二
十
余
名
が
バ
ス
で
ふ
る
さ
と
に
や
っ

て
き
ま
し
た
。

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
期
間
中
と
あ

っ
て
高
速
道
路
も
観
光
地
も
車
と
人
の

ラ
ッ
シ
ュ
で
い
つ
も
よ
り
長
い
バ
ス
の

旅
と
な
り
ま
し
た
が
、
お
か
げ
で
会
員

同
士
親
睦
が
深
ま
り
ま
し
た
と
の
こ

と
。前

日
は
桜
が
満
開
の
角
館
に
一
泊
。

翌
日
、
石
川
翁
の
遺
跡
、
小
玉
醸
造
㈱

を
視
察
し
夕
方
か
ら
ブ
ル
ー
メ
ッ
セ

『
レ
ス
ト
ラ
ン
花
の
大
地
』
で
千
田
前

昭
和
町
長
ほ
か
二
十
五
名
の
地
元
の
人

た
ち
と
交
流
し
、
楽
し
い
夜
と
な
り
ま

し
た
。

初
め
て
会
っ
た
人
も
た
く
さ
ん
い
た

は
ず
で
す
が
、
み
ん
な
昔
か
ら
の
知
り

合
い
の
よ
う
に
な
つ
か
し
く
て
、
心
地

よ
い
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
た
よ

う
で
す
。

宿
泊
先
の
『
果
夢
園
』
で
は
、
わ
ら

び
の
お
ひ
た
し
、
は
た
は
た
の
焼
き
魚

な
ど
な
つ
か
し
い
献
立
で
も
て
な
し
を

う
け
、「
や
っ
ぱ
り
、
う
め
な
」
と
大

喜
び
。
い
つ
で
も
帰
っ
て
こ
れ
る
『
ふ

る
さ
と
』
が
あ
っ
て
、
そ
こ
が
、
温
か

く
て
、
居
心
地
が
よ
か
っ
た
ら
何
よ
り

の
財
産
で
す
ね
。

初
め
て
の
試
み
と
な
っ
た
二
泊
三
日

の
「
ふ
る
さ
と
バ
ス
ツ
ア
ー
」、
み
な

さ
ん
、
本
当
に
お
疲
れ
様
で
し
た
。

（
大
盛
会
で
え
が
っ
た
。
え
が
っ
た
。）

「市民のひろば」は、読者の声を受

けて、次代を担う子どもから各分野で

活躍している市民を広く紹介し、市民

の交流の場とするコーナーです。

「地域でがんばっている人がいる」

「自慢の孫を紹介したい」「市民として

提言したい」など、市民からの情報や

お便りをお待ちしています。

ご希望の方は、総合政策課広報統計

班まで電話・FAX、ハガキ・メールで

ご連絡ください。

【あて先】

〒010－0201 

潟上市天王字上江川47－100

潟上市役所天王第2庁舎　総合政策課

q878－9802、�878－2369

この人インタビュー

ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
行
政
大
学
院
へ
留
学

ふ
る
さ
と
会
の
み
な
さ
ん

お
か
え
り
な
さ
〜
い

幸村　長さん

交流会に参加できなかった友人も見送りに来てくれました。

（昭和庁舎前）

お酒が入って満開のチューリップより赤い顔の皆さん

菅
　
原
　
留
　
市
（
昭
和
新
関
）
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三姉妹の末っ子で、家族みんなに癒
いや

しを与えてく

れる花恋
か れ ん

ちゃん（１歳９ヵ月）。

歌やおどりが大好きで、ごはんもモリモリいっぱ

い食べます。早くお姉ちゃんたちみたいに大きくな

りたいのかな？

いつまでも仲良し姉妹でいてね。

お父さん　田村　正和さん（飯田川下虻川）

お母さん　　　　あづささん

＜飯田川地区＞
◆３/31 三　浦　與四郎さん

（山　根、79歳）

◆４/３ 菊　地　雅　夫さん
（妹川浜、70歳）

◆４/21 田　仲　テツヱさん
（飯浜下、71歳）

◆４/24 田　仲　ヤイ子さん
（新道上、74歳）

＜昭和地区＞
◆４/１ �　原　ハルヱさん

（昭寿苑、84歳）

◆４/21 畠　山　長　作さん
（山　神、84歳）

◆４/25 藤　田　サ　ヨさん
（宮の前、86歳）

＜天王地区＞
◆３/31 藤　原　兼　光さん

（江　川、74歳）

◆４/２ 細　部　　茂さん
（長　沼、91歳）

◆４/５ 三　輪　恒　之さん
（長　沼、84歳）

◆４/７ 京　谷　喜代治さん
（天　王、86歳）

◆４/７ 藤　井　芳　美さん
（北　野、60歳）

◆４/８ 米　谷　トミヱさん
（宮の後、85歳）

◆４/12 佐々木　ヨシノさん
（下出戸、88歳）

◆４/12 伊　藤　チ　ヤさん
（江　川、84歳）

◆４/18 村　山　マリ子さん
（御休下、76歳）

◆４/20 三　浦　由　雄さん
（野　沢、78歳）

◆４/22 伊　藤　ユ　キさん
（ハラヘ、71歳）

◆４/23 �　橋　　　藏さん
（下狼縁、88歳）

◆４/28 櫻　庭　　武さん
（江　川、68歳）

◆４/30 鈴　木　継　男さん
（宮の後、82歳）

◆４/30 加　藤　洋　子さん
（上江川、61歳）

「出生」「死亡」は住民基本台帳

４月１日～４月31日届出分を

掲載

おくやみを申し上げます

防災行政無線（天王地区）

６月５日から「市民歌」の
メロディーを放送します

♪
市では、市民歌の誕生に合わせ、市民の

みなさんに広く親しんでいただくため、６

月５日（月曜日）から毎朝６時に防災行政

無線で「市民歌のメロディー」を放送いた

します。

市民のみなさんのご理解をお願いいたし

ます。

市民歌に対するお問い合わせは…

潟上市総合政策課（q８７８－９８０２）

お誕生おめでとう

＜飯田川地区＞

*金　　　亜
あ

美
み

ちゃん　
（駅　前、裕二郎・里　美）

*堀　井　優
ゆ

月
づ き

ちゃん　
（飯塚上、博　司・美　佳）

＜昭和地区＞

*鈴　木　陽
はる

輝
き

くん
（元　木、寿　志・　忍）

＜天王地区＞

*秋　山　健
けん

弥
や

くん　
（上北野、宜　万・みどり）

*石　塚　壮
そう

太
た

くん
（追分西、慎　也・千　尋）

*加賀屋　幸
ゆき

菜
な

ちゃん　
（北　野、 潤　・とし子）

*佐々木　良
たか

侑
ゆ き

くん
（上江川、真　人・佑季子）

*松　橋　　　拓
たく

くん
（追　分、久　夫・千　晴）

*齊　藤　　　瞬
きらり

くん　
（上江川、厚　志・和　美）

*柏　崎　　　蓮
れん

くん
（北　野、広　平・由　佳）

*竹　村　　　奏
かなで

くん　
（御休下、 賢　・　恵）

*�　澤　彩
さ

綾
や

ちゃん　
（追分西、康　広・翔　子）

*菅　原　莞
かん

太
た

くん
（中分水、健　一・さおり）

*鎌　田　拓
たく

海
み

くん
（蒲　沼、晴　樹・直　美）

*北　田　吏
り

玖
く

くん
（上北野、 圭　・絵美里）

*眞　柄　優
ゆう

心
じ ん

くん
（一　向、公　俊・ゆう子）

*田　中　偉
い

月
つ き

くん
（北　野、智　彦・圭　子）



古紙配合率100％再生紙
を使用しています。

新緑の５月。市内の小学校では、田植えの
体験学習が行われました。
慣れない作業に少しとまどっていた子ども

たちですが、泥だらけになりながら、笑顔で
田植えを楽しみました。

広
報
か
た
が
み
◎
通
巻
第
28
号
・
平
成
18
年
６
月
１
日
発
行
（
毎
月
２
回
発
行
）
／
潟
上
市
役
所
／
潟
上
市
天
王
字
上
江
川
47
―
100
電
話
０
１
８
（
８
７
８
）
９
８
０
２
　
編
集
・
企
画
部
総
合
政
策
課
広
報
統
計
班
　
印
刷
／
㈱
塚
田
美
術
印
刷

市では、市長と市民みなさんのホットライン化を図る
ため、「市長面会日 ～ようこそ市長室へ」を開設して
います。
市民参加の活力あるまちづくりに「あなたの声」を

市長にお届けください。
＜６月の面会日＞
●６月28日（水）10時～12時　天王地区

13時～15時　昭和地区・飯田川地区
面会を希望する方は…６月19日（月）15時までに

潟上市総合政策課（q878－9802）
へお申込みください。

▼
い
よ
い
よ
来
年
に
せ
ま
っ
た
秋
田
わ

か
杉
国
体
開
催
に
向
け
準
備
が
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
潟
上
市
で
は
相
撲
と
レ

ス
リ
ン
グ
が
行
わ
れ
ま
す
が
、
み
な
さ

ん
は
こ
の
競
技
を
会
場
で
観
戦
し
た
こ

と
が
あ
る
で
し
ょ
う
か
。
６
月
24
日
に

昭
和
体
育
館
で
東
北
高
校
レ
ス
リ
ン
グ

大
会
、
８
月
20
日
に
は
天
王
総
合
体
育

館
で
全
国
教
職
員
相
撲
大
会
が
開
催
さ

れ
ま
す
。
地
元
の
選
手
も
出
場
し
ま
す

の
で
、
こ
の
機
会
に
「
生
」
の
迫
力
を

体
感
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

▼
十
数
年
ぶ
り
に
小
学
校
の
運
動
会
を

取
材
。
子
ど
も
や
家
族
の
歓
声
が
グ
ラ

ウ
ン
ド
い
っ
ぱ
い
に
広
が
っ
て
い
た
。

地
域
住
民
が
参
加
す
る
学
校
行
事
は
今

も
昔
も
何
も
変
わ
ら
な
い
。
最
近
の
痛

ま
し
い
事
件
は
な
ぜ
な
の
か
。
地
域
一

帯
で
子
ど
も
の
安
全
・
安
心
活
動
を
。

▲今年で４年目を迎えた東湖小５年生による田植え体験。村山電治さん
(天王)の協力で、子どもたちにとって貴重な経験となりました。

▲天王小５年生全員による田植え作業は、渡部保悦さん(児玉)の指導の
もと、どろんこになりながら楽しく田植えに挑戦しました。

▲毎年恒例の豊川小の田植え体験。校舎近くの学習田で４年生から６年生が地域の方に手ほどきを受け、にぎやかに田植えを行いました。

世帯数　　12,499世帯（＋17）
人　口　　35,996人（＋15）
うち男性　17,187人（－11）
女性　18,809人（＋26）

※住民基本台帳　平成18年４月30日現在
（ ）内は前月比


